
資 )|: 屹 区連会2月定例会説明資料

令 和 7年 2月 21日
福  祉  保  健  課

都筑区自治会町内会 会長 各位
都 筑 区 福 祉 保 健 課 長

都筑区社会福祉協議会事務局長

第5期都筑区地域福祉保健計画 (区計画)の骨子について (報告)

日頃より福祉保健の推進にご協力いただき、厚<お礼申し上げます。

令和8年度から令和 12年度を計画期間とする第5期都筑区地域福祉保健計画 (区計画・愛

称 1つづき あい)について、関係団体へのヒアリングや都筑区地域福祉保健計画推進委員会

等を経て、量i鐘1塞菫 L4菫LttEE【 L二塾壼量告Ll」L」菫 I菫_
つきましては、骨子もご参考のうえ、地区別計画の策定を進めていただきますようお願いい

たします。

1 基本理念・目指す姿について については、別紙をご参照ください。

ささえあい、
健やかに生活できる
(さ さえあい)

多様性が尊重され、
その人らしく生活できる

(わかちあい)

2 策定のポイント
(1)基本理念の更新
第4期計画までの基本理念「人と人との「であい ささえあい わかちあい」」の先にあ

る都筑区の姿を、より分かりやすくお伝えするために、基本理念を更新しました。

(2)目指す姿の更新
目指す姿を3つに整理し、これまでの理念や目指す姿、取組等が継続できるように、「で

あい ささえあい わかちあい」の要素を落とし込みました。

(3)第 4期計画の取組を継承
第4期計画で実施してきた取組は継承していきます。また、すでに取り組まれている

が計画に明記されていなかつた取組について、追加で掲載しています。

3 骨子の公表について (予定含む)
(1)都筑区役所ホームページ(※ )にて推進委員会(令和6年 12月開催)の資料を公表中

(2)都筑区地域福祉保健計画情報誌「あい通信」発行で公表、区連会で配布 (3月予定)

(3)都筑区役所区民ホールにて掲示 (3月 21日 (金)13時～3月 28日 (金)12時 )

←第5期計画については、こちらから。
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事本理念
誰もが安心を実感しながら健やかに

住み続けられるまち つづき辱1(あい)を目指して

であいが広がり、
つながる機会がたくさんある

(であい)

l」 kushi/fukushi kalqo/chilkifukush /fukuShi― D ilan /ら k i chi fllku .h m

担当 :都筑区福祉保健課事業企画担当 鈴野・金高・近藤
 ヽ   丁EL 948-2344  MAIL tz― tifukuOclty.yokohama.19.ip

都筑区社会福祉協議会     中田・田村・山本
丁EL 943-4058 MAIL infoOtuzuki… shakyo.jp

目指す姿



【参考】都筑区地域福祉保健計画「つづき あい」とは

住み慣れた都筑区で、誰もが安心して暮らせるよう、地域の皆さまと区役所、区社会福祉協議

会、地域ケアプラザが一緒に、課題解決に向けて取り組んでいくための計画です。

都筑区地域福祉保健計画には「区計画」と地区連合町内会及び地区社会福祉協議会エリアを単

位とした15の「地区別計画」があります。

現在は第4期計画 (計画期間 :令和3年度～7年度)の推進と、第5期計画 (計画期間 :令和

8～ 12年度)の策定を進めています。

:磋嚢墓り,

1鍾嘉憲覆警‐

都筑区地域福祉保健計画

区・区社会福祉協議会・地域ケアプラザが主体となってともに進める取組

|‐ 地区別計画の活動を支える取組」や、地域の方が主体の活動だけでは解決できない課

題に目を向けた「区域全体の福祉保健の共通課題解決に向けた取組」を基本とします。

地域の課題に対して地域の方が主体となって進める取組

「日頃の生活で感じてしヽる課題のうち、福祉保健に関するものを中心とし、地域主体で解

決を図っていくことを基本とします。
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←第4期計画については、こちらから。
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